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大分県燃料電池フォークリフト導入支援事業費補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 知事は、水素社会の実現に向けた燃料電池車両の普及及び水素利活用の促進を図る

ため、燃料電池フォークリフトの導入に要する経費に対し、予算の定めるところにより補助

金を交付するものとし、その交付については、大分県補助金等交付規則（昭和４３年大分県

規則第２７号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この要綱に定めるところによ

る。 

 

（定義） 
第２条 この要綱において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 
（１） 燃料電池フォークリフト  

燃料電池を搭載し、水素を燃料電池の燃料として用いるフォークリフトをいう。 
（２） 中小企業 
  中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）第２条に規定する中小企業者又は中小企

業団体の組織に関する法律（昭和３２年法律第１８５号）第３条第１項に規定する中小企

業団体。 
（３） 大企業 

 前号の中小企業に該当しない企業又は団体をいう。 
（４） 国補助金 
  国補助金とは、環境省が実施する二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（脱炭素社会

構築に向けた再エネ等由来水素活用推進事業）を指し、当該補助金交付要綱及び脱炭素社

会構築に向けた再エネ等由来水素活用推進事業実施要領に基づき、公益財団法人北海道環

境財団が交付を行う補助金をいう。 
 
（補助対象者） 

第３条 この補助金の交付対象者は、別表１に掲げる者とし、公募により募集する。 
 
（補助対象経費） 
第４条 燃料電池フォークリフトの導入に要する経費のうち、補助金の交付の対象として知事

が認める経費（以下「補助対象経費」という。）について補助金を交付するものとする。 
２ 前項に定める補助対象経費は、国補助金の補助対象経費から国補助金の交付決定額を除い

た経費とする。 
 
（補助率及び補助上限額） 

第５条 この補助金の補助率及び補助上限金の額は、別表２のとおりとする。 

 

（補助金の交付申請） 

第６条 この補助金の申請は、補助金交付申請書（第１号様式）によるものとし、次に掲げる書

類を添付し、知事が別に定める期日までに知事に提出しなければならない。 

（１） 事業計画書（第２号様式） 

（２） 収支予算書（第３号様式） 

（３） 誓約書（第４号様式） 

（４） 申請者が分かる資料 

（法人登記簿写し（個人事業主の場合は営業許可証・開業届書・確定申告書の写し） 

及び申請者の概要・事業概要が分かるパンフレット等） 

（５） 国補助金の交付決定通知書 

（６） 導入予定の燃料電池フォークリフトの概要が分かる資料（仕様書・カタログの写し等） 
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（７）その他知事が必要と認める書類 

２ 前項の規定による申請書を提出するにあたって、事業実施主体について、当該補助金に係

る消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）仕入控除税額（補助対象経費に含まれ

る消費税等相当額のうち、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）に規定する仕入れに係る

消費税等額として控除できる部分の金額と当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）

に規定する地方消費税率を乗じて得た金額との合計額に補助率を乗じて得た金額をいう。以

下同じ。）がある場合は、これを減額して申請しなければならない。ただし、申請時において

当該補助金に係る消費税等仕入控除税額が明らかでない場合は、この限りでない。 

 

（補助条件） 

第７条 この補助金の補助条件は、次のとおりとする。 

 （１）補助事業の内容又は経費の配分の変更（知事が定める軽微な変更を除く。）をする場合

は、変更承認申請書（第５号様式）を知事に提出し、その承認を受けること。 

 （２）補助事業を中止し、又は廃止する場合は、知事の承認を受けること。 

 （３）補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となった場   

合は、速やかに知事に報告し、その指示を受けること。 

 （４）この補助金に係る収入及び支出を明らかにした帳簿及び証拠書類は、補助事業が完了

した日の属する年度の翌年度から起算して５年間整備保管すること。 

 （５）この補助事業によって取得し、又は効用の増加した財産（以下「財産」という。）は、

知事の承認を受けないで、補助金の交付目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け又

は担保の用に供してはならないこと。ただし、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭

和４０年大蔵省令第１５号。以下「大蔵省令」という。）に定められている財産について

は、大蔵省令に定められている耐用年数に相当する期間（ただし、大蔵省令に定めのない

財産については、農林畜水産業関係補助金等交付規則（昭和３１年農林省令第１８号）に

定められている処分制限期間）を経過している場合はこの限りではないこと。 

 （６）財産は、財産管理台帳及びその他関係書類を整備保管し、当該補助事業の完了後におい

ても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、補助金の交付の目的に従って、その

効率的運用を図ること。また、知事が必要と認めた場合は、取得後の利用状況を報告する

こと。 

 （７）財産のうち、一件当たりの取得価格が５０万円以上のものを処分しようとすると   

き（大蔵省令に規定する耐用年数を経過している場合は除く。）は、あらかじめ知事の承認

を受けること。 

 （８）知事の承認を受けて財産を処分したことにより収入があった場合は、その収入の全部

又は一部を県に納付させることがあること。 

 （９）第６条第２項ただし書の規定により補助金の交付申請をした場合は、第１２条の規定

による実績報告書の提出時に、当該補助金に係る消費税等仕入控除税額が明らかになった

ときは、これを補助金額から減額して報告すること。 

 （１０）第６条第２項ただし書の規定により補助金の交付申請をした場合は、第１３条    

の規定による補助金の額の確定通知を受けた後において、消費税等の申告により当   

該補助金に係る消費税等仕入控除税額が確定したときは、その金額(前号の規定により減額

した場合は、その金額が減じた額を上回る部分の金額)を補助金に係る消費税等仕入控除税

額確定報告書(第６号様式)により速やかに知事に報告するとともに、当該金額を返還する

こと。 

 （１１）補助対象となる燃料電池フォークリフトを、大蔵省令に定められた耐用年数の期間

内は、大分県内に設置及び使用すること。 

 （１２）補助対象となる燃料電池フォークリフトをファイナンスリース（転リースを含む。）

により提供する契約を締結する民間企業においては、当該燃料電池フォークリフトを、大

蔵省令に定められた耐用年数の期間又はそれ以上の期間で契約するとともに、計画期間内
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は大分県内に設置及び使用することを契約の条件に盛り込むこと。 

 （１３）その他、規則及びこの要綱の定めに従うこと。 

２ この補助金の軽微な変更の範囲は、次のとおりとする。 

（１）補助金の交付目的に反しない事業内容の変更 

（２）補助対象経費の３０パーセント以内の増減 

 

（補助金の交付決定の通知） 

第８条 この補助金の交付決定通知は、補助金交付決定通知書（第７号様式）により行うもの

とする。 

 

（申請の取下げのできる期間） 

第９条 規則第７条第１項の規定により申請の取下げのできる期間は、補助金交付決定通知書

を受理した日から起算して１５日を経過した日までとする。 

 

（補助金の交付方法） 

第１０条 この補助金は、精算払の方法により交付する。 

 

（補助金の交付請求） 

第１１条 補助金の交付決定の通知を受けた者が、補助金の交付を請求しようとするときは、

補助金交付請求書（第８号様式）を知事に提出しなければならない。 

 

（実績報告） 

第１２条 この補助金の実績報告は、実績報告書（第９号様式）によるものとし、次に掲げる書

類を添付し、事業完了若しくは廃止の承認を受けた日から起算して３０日を経過した日、又

は補助金の交付決定のあった日の属する年度の３月末日のいずれか早い期日までに知事に提

出しなければならない。 

 （１）事業実績書（第１０号様式） 

 （２）収支精算書（第１１号様式） 

（３）領収書又は請求書の写し 

（４）実績が分かる写真等 

（５）その他知事が必要と認める書類 

 

（補助金の額の確定通知） 

第１３条 この補助金の額の確定通知は、補助金の額の確定通知書（第１２号様式）により行

うものとする。 

 

（書類の提出部数等） 

第１４条 この要綱の規定により知事に提出する書類の部数は１部とし、その様式及び提出期

限は、この要綱に定めるもののほか、別に知事が定めるものとする。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年度の予算に係る大分県燃料電池フォークリフト導入支援事業費補助

金から適用する。 
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別表１（第４条関係） 

補助対象者 

１ 以下に掲げる、全てを満たす者。 

（１）燃料電池フォークリフトを大分県内に設置し、使用する個人事業者又は法人（国、独

立行政法人、地方公共団体及び地方独立行政法人を除く。）、又は燃料電池フォークリ

フトを購入し、リース契約等（補助金の額に相当する額を減額して使用料が設定された

ものに限る。）により大分県内に設置し、使用する者に使用させるリース事業者 

（２）燃料電池フォークリフトの導入について、国補助金の交付決定を受けた者 

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、補助対象者としない。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第

６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２号に規定する暴力

団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者（以下「暴力団関係者」という。） 

（２）法人等であって、代表者、役員又は使用人その他の従業者若しくは構成員に暴力団員

又は暴力団関係者に該当する者がいる者 

（３）リース契約等により、所有する燃料電池自動車を暴力団又は暴力団関係者に使用させ

るリース事業者 

 

別表２（第６条関係） 

補助対象者 補助率 補助上限額（千円） 

補助対象となる燃料電池フォークリフトを導入する

中小企業 

１／２以内 3,000 
補助対象となる燃料電池フォークリフトを、中小企

業に対し、ファイナンスリース（転リースを含む）に

より提供する契約を締結するリース事業者 

補助対象となる燃料電池フォークリフトを導入する

大企業 

１／４以内 1,500 
補助対象となる燃料電池フォークリフトを、大企業

に対し、ファイナンスリース（転リースを含む）によ

り提供する契約を締結するリース事業者 

※交付申請額は千円未満切り捨て 

 


